
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

歐陽脩の書簡九十六篇の發見について

東, 英壽
九州大学

https://hdl.handle.net/2324/1546533

出版情報：日本中國學會報. 64, pp.113-127, 2012-10-08. 日本中國學會
バージョン：
権利関係：



欧
陽
僑
の
書
簡
九
十
六
篇
の
義
見
に

一
、
は
じ
め
に

今
日
に
停
わ
る
欧
陽
街
（
一

O
O七
1
一
O
七
二
）
の
作
品
は
、
『
詩
本
義
』
、
『
五

代
史
記
』
（
新
五
代
史
）
、
『
太
常
因
革
躍
』
、
『
新
唐
書
』
等
が
あ
り
、
こ
れ
以
外
の

彼
の
詩
文
は
全
集
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
百
五
十
三
巻
に
牧
録
さ
れ
て
い
る
。
清
代

の
欧
陽
衡
が
嘉
慶
二
十
四
年
（
一
八
一
九
）
に
刊
行
し
た
『
欧
陽
文
忠
公
全
集
』
で
は
、

そ
れ
ま
で
の
全
集
に
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
欧
陽
惰
の
散
文
七
篇
（
「
本
末
論
」
、
「
時

世
論
」
、
「
幽
問
」
、
「
魯
問
」
、
「
序
問
」
、
「
輿
黄
謂
」
、
「
輿
李
吉
州
」
）
を
見
つ
け
出
し
、

あ
わ
せ
て
牧
録
し
た
。
欧
陽
衡
が
欧
陽
惰
の
作
品
と
し
て
こ
れ
ら
七
篇
を
新
た
に

全
集
に
付
け
加
え
た
こ
と
に
つ
い
て
、
李
逸
安
氏
は
『
欧
陽
修
全
集
』
の
前
言
で

「
這
些
都
是
別
本
所
無
的
」
と
し
て
注
目
し
て
い
る
。

南
宋
時
代
に
欧
陽
惰
の
全
集
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
百
五
十
三
巻
が
編
纂
さ
れ
て
、

明
・
清
以
降
現
代
に
至
る
ま
で
全
集
は
幾
度
も
刊
行
さ
れ
た
が
、
清
代
に
欧
陽
衡

が
新
た
に
七
篇
の
作
品
を
見
つ
け
た
こ
と
を
除
け
ば
、
全
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る

詩
文
敷
に
大
き
な
愛
化
は
な
か
っ
た
。
欧
陽
惰
は
千
年
以
上
前
に
生
ま
れ
た
人
物

で
あ
り
、
も
は
や
一
般
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
新
た
な
作
品
が
出
て
く
る
徐
地
は

全
く
な
い
と
思
わ
れ
て
い
た
。

敵
陽
惰
の
書
簡
九
十
六
篇
の
護
見
に
つ
い
て

つ

い
て

東

英
宇
言
一
吋

と
こ
ろ
が
、
筆
者
は
今
日
の
欧
陽
備
の
全
集
に
は
全
く
牧
録
さ
れ
て
い
な
い
欧

陽
備
の
書
簡
九
十
六
篇
を
新
た
に
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
九
十
六
篇

の
護
見
に
は
、
南
宋
時
代
に
お
け
る
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
の
編
纂
と
そ
の
後
の
流

停
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
南
宋
に
お
け
る
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
の
編
纂
の
経
緯
と
そ

の
流
惇
扶
況
を
考
察
し
、
ど
の
よ
う
に
し
て
九
十
六
篇
が
今
日
に
知
ら
れ
な
い
ま

ま
に
博
わ
っ
て
き
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
こ
れ
ま
で
全
く

知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
欧
陽
備
の
書
簡
九
十
六
篇
を
紹
介
し
た
い
。

一、

『
敵
陽
文
忠
公
集
』
百
五
十
三
巻
の
成
立

南
宋
の
周
必
大
（
一
二
一
六
1
一二

O
四
）
は
、
孫
謙
盆
、
丁
朝
佐
、
曾
三
異
、

胡
桐
ら
の
協
力
を
仰
い
で
、
紹
照
二
年
（
二
九
一
）
か
ら
慶
元
二
年
（
二
九
六
）

ま
で
の
六
年
の
歳
月
を
か
け
て
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
百
五
十
三
巻
を
刊
行
し
た
。

そ
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

『
居
士
集
』
五
十
巻
、
『
居
士
外
集
』
二
十
五
巻
、
『
易
童
子
間
』
三
巻
、
『
外

制
集
』
三
巻
、
『
内
制
集
』
八
巻
、
『
表
奏
書
啓
四
六
集
』
七
巻
、
『
奏
議
集
』

一
一一一一
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第
六
十
四
集

十
八
巻
、
＊
『
雑
著
述
』
十
九
巻
、
『
集
古
録
政
尾
』
十
巻
、
『
書
簡
』
十
巻
。

（
＊
『
雑
著
述
』
十
九
巻
の
内
課
は
、
『
河
東
奉
使
奏
草
』
二
巻
、
『
河
北
奉
使
奏
草
』
二
巻
、

『
奏
事
録
』
一
巻
、
『
濃
議
』
四
巻
、
『
崇
文
線
目
録
樟
』
一
巻
、
『
子
役
志
』
一
巻
、
『
爵

田
録
』
二
巻
、
『
詩
話
』
一
巻
、
『
筆
説
』
一
巻
、
『
詰
筆
』
一
巻
、
『
近
憧
柴
府
』
一
一
一
巻
）
。

こ
れ
を
、
欧
陽
惰
の
死
の
翌
年
、
照
寧
六
年
（
一

O
七
三
）
に
呉
充
に
よ
っ
て

作
成
さ
れ
た
「
行
状
」
の
次
の
記
述
と
比
較
し
た
い
。

嘗
著
易
童
子
間
三
巻
、
詩
本
義
十
四
巻
、
居
士
集
五
十
巻
、
障
築
集
一
巻
、

外
制
集
三
巻
、
内
制
集
八
巻
、
奏
議
集
十
八
巻
、
四
六
集
七
巻
、
集
古
録
政

尾
十
巻
、
雑
著
述
十
九
巻
。
諸
子
集
以
局
家
書
締
目
八
巻
。
其
遺
逸
不
録
者
、

倫
敷
百
篇
、
別
矯
編
集
而
未
及
成
。

嘗
て
易
童
子
間
三
巻
、
詩
本
義
十
四
巻
、
居
士
集
五
十
巻
、
臨
策
集
一
巻
、

外
制
集
三
巻
、
内
制
集
八
巻
、
奏
議
集
十
八
春
、
四
六
集
七
巻
、
集
古
録
政

尾
十
巻
、
雑
著
述
十
九
巻
を
著
は
す
。
諸
子
集
め
て
以
て
家
書
徳
目
八
巻
を

矯
る
。
其
の
遺
逸
し
て
録
せ
ざ
る
者
、
向
ほ
敷
百
篇
は
、
別
に
編
集
を
矯
さ

ん
と
し
て
未
だ
成
る
に
及
ば
ず
。

『
詩
本
義
』
は
全
集
と
別
に
刊
行
さ
れ
る
の
で
そ
れ
を
除
け
ば
、
周
必
大
編
纂

の
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
百
五
十
三
巻
の
構
成
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
全
集
の
編

纂
に
嘗
た
っ
て
、
周
必
大
は
「
行
状
」
に
見
ら
れ
た
『
易
童
子
問
』
や
『
居
士
集
』

な
ど
の
ま
と
ま
り
を
愛
更
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
中
に
取
り
込
ん
で
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
た
だ
し
、
「
行
朕
」
で
は
周
必
大
ら
が
編
纂
し
た
全
集
に
見
ら
れ
る
『
居

士
外
集
』
二
十
五
巻
、
『
書
簡
』
十
巻
が
ま
だ
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ

一
一
四

と
も
明
ら
か
と
な
る
。

欧
陽
筒
が
浸
し
て
三
十
四
年
後
の
崇
寧
五
年
（
一
一

O
六
）
に
作
成
さ
れ
た
蘇

轍
の
「
欧
陽
文
忠
公
神
道
碑
」
に
お
い
て
は
、
欧
陽
惰
の
作
品
に
つ
い
て
「
凡
局

易
童
子
間
三
巻
、
詩
本
義
十
四
巻
、
唐
本
紀
表
志
七
十
五
巻
、
五
代
史
七
十
四
巻
、

居
士
集
五
十
巻
、
外
集
若
干
巻
、
蹄
策
集
一
巻
、
外
制
集
三
巻
、
内
制
集
八
巻
、

奏
議
集
十
八
巻
、
四
六
集
七
巻
、
集
古
録
抜
尾
十
巻
、
雑
著
述
十
九
巻
」
と
記
述

し
、
死
の
翌
年
の
「
行
朕
」
に
は
無
か
っ
た
『
外
集
』
が
若
干
巻
存
在
し
て
い
る

の
が
わ
か
る
。

こ
の
『
外
集
』
に
関
連
し
て
、
李
之
儀
が
「
欧
陽
文
忠
公
別
集
後
序
」
に
お
い

て
、
「
汝
陰
王
梁
道
輿
其
子
性
之
：
：
：
・
：
得
公
家
集
所
不
載
者
、
集
矯
二
十
巻
。

余
幸
得
而
観
之
。
：
：
・
：
：
政
和
四
年
三
月
十
三
日
、
越
郡
李
之
儀
書
」
と
記
述
す

る
の
は
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
「
欧
陽
文
忠
公
別
集
後
序
」
に
お
け
る
欧
陽
文
忠
公
（
欧

陽
惰
）
の
別
集
と
は
『
外
集
』
の
こ
と
前
、
こ
こ
で
は
『
外
集
』
（
別
集
）
が
二
十

巻
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
と
述
べ
て
お
り
、
こ
の
文
末
に
年
月
日
が
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
は
政
和
四
年
（
一
一
一
四
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
呉
充

の
「
行
朕
」
が
作
成
さ
れ
た
照
寧
六
年
笛
時
は
「
其
遺
逸
不
録
者
、
向
敷
百
篇
」

の
作
品
が
「
別
局
編
集
而
未
及
成
」
と
い
う
朕
態
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
約
四
十
年

後
の
政
和
四
年
頃
に
は
そ
れ
ら
の
作
品
が
集
め
ら
れ
て
す
で
に
二
十
巻
に
編
集
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
欧
陽
備
の
死
の
翌
年
の
「
行
朕
」
に
は
存
在
し
て

い
な
か
っ
た
『
居
士
外
集
』
二
十
五
巻
、
『
書
簡
』
十
巻
の
う
ち
、
『
居
士
外
集
』

は
周
必
大
ら
の
全
集
編
纂
以
前
に
二
十
巻
と
し
て
す
で
に
編
集
さ
れ
て
お
り
、
周

必
大
ら
は
そ
れ
を
取
り
込
ん
で
全
集
を
編
纂
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、

『
書
簡
』
十
巻
部
分
は
、
欧
陽
惰
が
浸
し
た
翌
年
の
呉
充
の
「
行
状
」
や
、
そ
の

三
十
四
年
後
の
蘇
轍
「
欧
陽
文
忠
公
紳
道
碑
」
、
更
に
は
淳
照
十
一
年
（
一
一
八
四
）
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頃
に
は
刊
行
さ
れ
て
い
た
晃
公
武
『
郡
粛
讃
書
士
山
』
や
南
宋
中
後
期
の
陳
振
孫

『
直
粛
書
録
解
題
』
等
の
目
録
、
『
宋
史
』
喜
文
志
等
に
お
い
て
も
、
全
く
そ
の

存
在
を
確
認
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
周
必
大
の
『
欧
陽
文
忠
公
集
』

百
五
十
三
巻
に
含
ま
れ
る
『
書
簡
』
十
巻
部
分
は
、
周
必
大
ら
が
全
集
の
作
成
に

嘗
た
っ
て
、
欧
陽
備
の
書
簡
を
整
理
し
た
上
で
編
纂
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
れ
。
こ
れ
に
関
連
し
て
『
書
簡
』
巻
十
の
最
後
に
あ
る
周
必
大
ら
の
次
の

校
勘
に
注
目
し
た
い
。

雄
按
注
歳
月
、
而
先
後
開
有
差
互
。
既
己
誤
刊
、
重
於
改
易
、
姑
附
注
其
下
。

又
不
可
知
則
闘
之
。

ま

す

で

娃
び
に
歳
月
を
注
す
と
雄
も
、
先
後
に
閉
ま
差
互
有
り
。
既
巳
に
誤
ま
り
て

刊
し
、
改
易
を
重
か
り
、
姑
く
其
の
下
に
附
注
す
。
又
た
知
る
べ
か
ら
ざ
る

は
則
ち
之
れ
を
闘
す
。

こ
れ
は
『
書
簡
』
十
巻
部
分
の
編
纂
を
振
り
返
っ
て
記
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

こ
こ
か
ら
『
書
簡
』
部
分
に
お
い
て
歳
月
を
附
し
た
が
諜
ま
り
が
出
て
き
た
た
め
、

と
り
あ
え
ず
そ
の
部
分
に
注
を
つ
け
た
こ
と
や
、
わ
か
ら
な
い
所
は
空
欄
に
し
て

い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
う
し
た
記
述
は
、
『
書
簡
』
十
巻
部
分
に
つ
い
て
、
周

必
大
ら
の
編
纂
も
ま
だ
不
十
分
な
段
階
に
あ
っ
た
こ
と
を
端
的
に
物
語
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
欧
陽
文
忠
公
集
』
百
五
十
三
容
の
う
ち
、
「
書
簡
』
十
巻
を
除
く
残
り
の
一
部
分

は
、
周
必
大
ら
が
歓
陽
惰
の
全
集
編
纂
を
開
始
す
る
前
に
す
で
に
何
ら
か
の
形
で

存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
基
に
周
必
大
ら
は
全
集
を
編
纂
し
た
こ
と
に
な
り
、

従
っ
て
こ
れ
ら
の
一
部
分
に
は
詳
細
な
校
勘
を
施
す
徐
裕
が
十
分
に
あ
っ
た
と
言
え

欧
陽
惰
の
書
簡
九
十
六
篇
の
護
見
に
つ
い
て

る
。
一
方
、
『
書
簡
』
十
巻
部
分
に
つ
い
て
は
、
周
必
大
ら
が
整
理
し
て
初
め
て

十
巻
の
形
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
『
書
簡
』
部
分
は
ま
だ
不
十
分
な

段
階
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
牧
録
漏
れ
し
た
作
品
も
多
々
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。三
、
周
必
大
原
刻
本
『
敵
陽
文
忠
公
集
』
と
『
書
簡
』

収
録
作
品
敷

周
必
大
ら
が
編
纂
し
た
原
刻
の
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
は
、
そ
の
後
南
宋
時
代
に

ど
の
よ
う
に
刊
行
さ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
現

在
、
周
必
大
原
刻
の
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
と
し
て
、
目
録
や
園
録
等
に
記
述
さ
れ

て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
中
園
の
園
家
園
書
館
所
蔵
本
（
以
下
、
園
圃
本
と
稽
す
）
、

宮
内
属
書
陵
部
所
蔵
本
（
以
下
、
宮
内
属
本
と
稽
す
）
と
天
理
大
皐
附
属
天
理
園
書

館
所
蔵
本
（
以
下
、
天
理
本
と
稿
す
）
が
あ
る
。
中
園
の
園
家
園
書
館
所
蔵
本
に
つ

い
て
、
『
北
京
国
書
館
古
籍
善
本
書
目
』
に
よ
る
日
、
周
必
大
原
刻
本
と
し
て
は

次
の
3
本
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
便
宜
上
、
①
1
③
ま
で
番
競
を
附
し
た
）
。

① 

欧
陽
文
忠
公
集
一
百
五
十
三
巻
宋
欧
陽
僑
撰
附
録
五
巻
宋
慶

元
二
年
周
必
大
刻
本
〔
巻
三
至
六
、
三
十
八
至
四
十
四
、
六
十
一
至

六
十
三
、
九
十
五
、
一
百
三
十
四
至
一
百
四
十
三
配
明
抄
本
〕
四
十
六
朋

欧
陽
文
忠
公
集
一
百
五
十
三
巻
宋
欧
陽
惰
撰
宋
慶
元
二
年
周
必

大
刻
本
〔
巻
六
十
二
至
六
十
五
配
抄
本
〕
十
六
珊
存
四
十
巻
四
至

七
五
十
五
至
六
十
七
七
十
二
至
七
十
三
八
十
七
至
八
十
九

一
百
十
二
至
一
百
十
七
一
百
二
十
至
一
百
二
十
四
一
百
四
十
六

一
百
四
十
八
一
百
四
十
九
至
一
百
五
十
三

欧
陽
文
忠
公
集
一
百
五
十
三
巻
宋
欧
陽
惰
撰

② ③ 

宋
慶
元
二
年
周
必
大
刻

一
一
五
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日
本
中
園
事
曾
報

第
六
十
四
集

本

二
m加

存
五
巻

九
十
六

一
百
十
九

五
十
二
至
五
十
四

こ
れ
ら
の
三
本
は
い
ず
れ
も
同
一
の
版
本
で
、
②
が
四
十
巻
、
③
は
五
巻
し
か

存
在
し
て
い
な
い
の
に
封
し
て
、
①
は
百
五
十
三
巻
の
う
ち
二
十
五
巻
部
分
が
歓

巻
で
あ
る
が
、
残
り
は
ほ
ぼ
完
全
な
形
な
の
で
、
今
日
、
園
家
園
書
館
を
代
表
す

る
善
本
と
さ
れ
て
い
る
（
以
下
、
本
稿
で
は
こ
の
本
を
直
接
の
考
察
封
象
と
す
る
）
。

宮
内
藤
本
は
、
現
存
し
て
い
る
の
が
巻
二
十
四

i
巻
二
十
九
、
巻
三
十
五

1

巻
四
十
五
、
巻
七
十
六

i
巻
八
十
九
、
巻
九
十
三

1
巻
百
十
、
巻
百
十
六

1
巻

百
二
十
五
、
巻
百
三
十
二
ら
巻
百
三
十
三
、
巻
百
四
十
七
、
巻
百
四
十
九

1
巻

百
五
十
三
の
合
計
六
十
七
巻
で
あ
り
、
『
圃
書
寮
典
籍
解
題
漢
籍
篇
』
の
中

で、

陳
振
孫
の
書
録
解
題
に
、
六
一
居
士
集
一
百
五
十
二
巻
を
著
録
し
、

周
盆
公
解
相
印
蹄
、
用
諸
本
編
校
、
定
局
此
本
、
且
矯
之
年
譜
。
自
居

士
集
、
外
集
而
下
、
至
於
書
簡
集
、
凡
十
、
各
刊
之
家
塾
。

と
記
す
も
の
は
、
即
ち
本
書
で
あ
る
。

と
記
載
さ
れ
、
宮
内
藤
本
は
周
必
大
が
官
職
を
僻
し
た
後
に
編
纂
し
た
も
の
、
つ

ま
り
周
必
大
原
刻
本
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。

天
理
本
は
、
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
百
五
十
三
巻
の
う
ち
、
巻
三
十
五

1
巻
四
十

第
一
葉
、
巻
七
十
三
第
十
八
葉

1
巻
八
十
五
、
巻
九
十
三
第
一
葉

1
第
五
葉
、
巻

九
十
四
第
二
十
六
葉

1
第
二
十
九
葉
、
巻
百
四
十
第
一
葉

1
第
十
六
葉
が
敏
本
で
、

こ
れ
ら
の
部
分
は
後
人
に
よ
り
補
わ
れ
て
い
る
。
百
五
十
三
巻
の
う
ち
、
後
人
の

補
寓
は
僅
か
二
十
二
巻
部
分
に
過
、
ぎ
な
い
の
で
、
南
宋
刊
本
が
ほ
ぼ
原
形
を
留
め

て
い
る
と
言
っ
て
よ
く
、
一
九
五
二
年
に
園
賓
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
も
と
は
金

一一ムハ

津
文
庫
の
所
蔵
で
、
そ
の
後
京
都
堀
川
の
伊
藤
家
を
経
て
、
天
理
園
書
館
に
所
蔵

さ
れ
た
。
こ
の
天
理
本
に
つ
い
て
、
文
化
鹿
監
修
『
園
賓
』
の
中
で
は
、
慶
元
二

年
刊
行
の
周
必
大
原
刻
本
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
述
す
る
。

本
書
は
そ
の
宋
刊
本
で
、
本
文
百
五
十
三
巻
、
付
録
五
巻
を
三
十
九
加
に
収

め
る
が
、
：
：
・
：
：
そ
の
版
刻
は
慶
元
二
年
で
、
本
書
も
お
そ
ら
く
嘗
時
の
印

行
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
三
本
の
刻
工
を
調
査
す
る
と
、
た
と
え
ば
三
本
と
も
現
存
し
て
い
る
箇

所
で
あ
る
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
巻
八
十
八
（
『
内
制
集
』
巻
七
）
は
表
ー
の
よ
う
に
な
る
。

天宮園｜｜委
理内園｜｜
本聖本｜筆 1 ......... 

会懇懇

会惑｜懇12
会｜銑｜銑f3 

主｜銑｜銑f4 

2武武Is
会武武

主藤藤17
主席｜諜fs 
会｜通｜遁fg 

完｜通｜通 f10 

会｜俊｜俊f11 

主｜俊｜俊 112 

主｜文｜文f13 

会｜文｜文f14 

~I 君｜詰 J 1s 
完｜呉｜呉I16 

6 

園
園
本
と
宮
内
鹿
本
は
刻
工
が
全
く
同
一
で
あ
る
の
に
封
し
て
、
園
圃
本
・
宮

内
膜
本
と
天
理
本
と
は
全
く
遣
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
つ
ま
り
、
園
園
本
と

宮
内
藤
本
は
同
一
の
版
本
で
あ
る
が
、
園
園
本
・
宮
内
鹿
本
と
天
理
本
は
刻
工
が

遣
う
の
で
異
な
る
版
本
だ
と
言
え
る
。
前
掲
の
目
録
等
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
は
い

ず
れ
も
周
必
大
原
刻
の
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
と
見
な
さ
れ
て
い
る
が
、
園
圃
本
・

宮
内
鹿
本
と
天
理
本
は
刻
工
が
遣
う
の
で
、
こ
れ
ら
は
別
の
時
期
に
刊
行
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
園
圃
本
・
宮
内
属
本
と
天
理
本
の
ど

ち
ら
か
が
周
必
大
の
原
刻
本
で
は
な
い
か
、
あ
る
い
は
原
刻
本
は
別
に
あ
っ
て
三
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本
と
も
原
刻
本
で
は
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
拙
稿
に

お
い
て
、
周
必
大
原
刻
本
は
中
園
の
園
家
園
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
郵
邦
述
抜

本
で
あ
り
、
園
園
本
・
宮
内
藤
本
と
天
理
本
は
賓
は
原
刻
本
で
は
な
く
、
原
刻
本

に
基
づ
い
て
、
後
に
編
纂
さ
れ
た
南
宋
本
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
部
邦

述
抜
本
が
周
必
大
の
原
刻
本
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『
居
士
集
』
巻

二
十
（
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
巻
二
十
）
に
着
目
す
る
と
明
ら
か
に
な
る
。
巻
二
十
に

牧
録
さ
れ
て
い
る
最
後
の
作
品
は
「
資
政
殿
皐
士
戸
部
侍
郎
文
正
沼
公
紳
道
碑
銘
」

で
あ
り
、
そ
の
作
品
の
後
に
一
行
空
け
て
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

居
士
集
巻
第
二
十

照
寧
五
年
秋
七
月
男
護
等
編
定

紹
照
二
年
三
月
郡
人
孫
謙
盆
校
正

「
照
寧
五
年
秋
七
月
男
護
等
編
定
」
と
は
、
欧
陽
備
が
照
寧
五
年
（
一

O
七
二
）

閏
七
月
に
亡
く
な
る
直
前
に
息
子
の
護
ら
が
『
居
士
集
』
五
十
巻
を
編
定
し
た
こ

と
で
、
こ
の
記
述
は
『
居
士
集
』
五
十
巻
の
各
巻
末
に
存
在
す
る
。
そ
の
次
に
あ

る
「
紹
照
二
年
三
月
郡
人
孫
謙
盆
校
正
」
と
は
、
周
必
大
ら
が
『
欧
陽
文
忠
公
集
』

を
編
纂
し
た
際
の
紹
照
二
年
（
二
九
一
）
に
、
編
定
校
正
者
の
一
人
で
あ
る
孫

謙
盆
が
『
居
士
集
』
巻
二
十
を
校
正
し
た
こ
と
を
指
す
。
こ
の
記
述
も
『
居
士
集
』

各
巻
末
に
あ
る
。
つ
ま
り
『
居
士
集
』
五
十
巻
部
分
は
、
周
必
大
が
『
欧
陽
文
忠

公
集
』
の
編
纂
を
し
た
際
に
、
編
定
校
正
者
の
一
人
で
あ
る
孫
謙
盆
が
校
正
を
携

品
回
国
し
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
郵
邦
述
抜
本
は
、
こ
れ
ら
の
記
載
の
後
は
何

も
記
述
が
無
く
空
欄
で
あ
る
。
こ
れ
に
封
し
て
、
園
園
本
、
天
理
本
で
は
「
紹
照

二
年
三
月
郡
人
孫
謙
盆
校
正
」
の
次
の
行
か
ら
以
下
の
記
述
が
始
ま
る
こ
と
に
注

意
し
た
い
。

欧
陽
備
の
書
簡
九
十
六
篇
の
護
見
に
つ
い
て

活
文
正
公
紳
道
碑
、
自
公
坐
日
公
匹
以
、
霊
士
大
夫
各
持
二
公
曲
直
。
呂
公
患

之
、
凡
直
公
者
、
皆
指
矯
黛
、
或
坐
霞
逐
。
及
呂
公
復
相
、
公
亦
再
起
被
用
。

於
是
二
公
騒
然
相
約
、
裁
力
平
賊
。
天
下
之
士
皆
以
此
多
二
公
。
然
朋
黛
之

論
遂
起
、
而
不
能
止
。

活
文
正
公
紳
道
碑
に
、
公
の
呂
公
に
坐
し
て
庇
せ
ら
れ
し
よ
り
、
牽
士
大
夫

お
の
お
の

は
各
々
二
公
の
曲
直
を
持
す
。
呂
公
之
れ
を
患
ヘ
、
凡
そ
公
を
直
と
す
る
者
、

皆
指
し
て
薫
と
矯
し
、
或
ひ
は
坐
し
て
憲
逐
せ
ら
る
。
日
公
相
に
復
す
る
に

及
び
て
、
公
も
亦
た
再
び
起
ち
て
用
ひ
ら
る
。
是
に
於
て
二
公
騒
然
と
し
て

相
約
し
、
力
を
数
せ
て
賊
を
平
ら
ぐ
。
天
下
の
士
は
皆
此
を
以
て
二
公
を
多

と
す
。
然
れ
ど
も
朋
黛
の
論
遂
に
起
こ
り
て
、
止
む
る
こ
と
能
は
ず
と
。

「
活
文
正
公
紳
遁
碑
」
と
い
う
記
述
か
ら
始
ま
る
こ
と
で
明
ら
か
な
よ
う
に
「
自

公
坐
呂
公
皮

1
而
不
能
止
」
は
、
「
資
政
殿
皐
士
戸
部
侍
郎
文
正
沼
公
神
道
碑
銘
」

の
本
文
の
記
述
で
あ
る
。
こ
の
後
に
績
け
て
「
按
司
馬
文
正
公
記
聞
、
景
祐
中
、

目
許
公
執
政
。
活
文
正
公
知
開
封
、
屡
攻
呂
短
、
坐
落
職
知
鏡
州
。
：
・
：
：
：
又
蘇

文
定
公
龍
川
志
、
活
文
正
自
鏡
州
選
朝
：
：
：
・
：
叉
部
氏
聞
見
録
、
首
時
、
文
正
子

尭
夫
不
以
矯
然
：
：
：
・
：
陳
無
己
談
叢
紋
二
公
曲
折
、
未
必
蓋
然
・
：
：
：
：
無
己
謂
婦

重
而
自
訟
、
過
失
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
こ
は
欧
陽
惰
の
作
成
し
た
「
資
政

殿
皐
士
戸
部
侍
郎
文
正
沼
公
紳
道
碑
銘
」
に
お
い
て
「
沼
仲
滝
が
呂
夷
簡
に
よ
っ

て
左
遷
さ
れ
た
後
、
再
度
翠
用
さ
れ
た
際
に
今
度
は
目
夷
簡
と
協
力
し
て
賊
を
平

定
し
た
」
と
い
う
記
述
に
封
し
て
、
活
仲
滝
の
息
子
・
沼
純
仁
（
尭
夫
）
が
納
得

せ
ず
に
欧
陽
備
の
紳
道
碑
の
文
字
を
勝
手
に
改
め
た
等
の
後
日
談
に
関
連
す
る
こ

と
を
、
『
涼
水
記
聞
』
、
『
龍
川
別
志
』
、
『
部
氏
間
見
録
』
、
『
後
山
談
叢
』
の
記
事

を
引
用
す
る
形
で
述
べ
て
い
る
。

一
一
七
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日
本
中
園
皐
曾
報

第
六
十
四
集

こ
の
「
活
文
正
公
紳
道
碑

i
無
己
謂
踊
重
而
自
訟
、
過
失
」
の
部
分
は
、
周
必

大
ら
の
全
集
編
纂
と
関
連
さ
せ
る
と
些
か
疑
問
が
生
じ
る
。
ま
ず
、
「
紹
照
二
年

三
月
郡
人
孫
謙
盆
校
正
」
と
記
載
し
た
後
に
績
く
こ
の
部
分
、
誰
が
記
述
し
た
の

か
は
一
切
不
明
で
あ
る
。
更
に
、
全
集
編
纂
時
に
付
加
さ
れ
た
と
す
れ
ば
「
資
政

殿
事
士
戸
部
侍
郎
文
正
沼
公
神
道
碑
銘
」
の
本
文
は
す
で
に
直
前
に
収
録
済
み
で

あ
る
の
で
、
再
び
「
活
文
正
公
紳
道
碑
」
と
し
て
本
文
と
同
じ
記
述
を
記
載
し
た

上
で
、
そ
の
後
日
談
の
記
事
を
書
き
加
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
言
い
換
え

れ
ば
、
「
沼
文
正
公
一
脚
道
碑
」
と
し
て
本
文
を
引
用
し
、
そ
れ
に
関
す
る
後
日
談

を
記
載
す
る
形
式
は
、
こ
れ
だ
け
で
一
つ
の
完
結
し
た
内
容
及
び
形
式
に
な
っ
て

お
り
、
全
集
編
纂
時
に
お
け
る
本
文
の
文
字
の
校
正
等
と
は
関
係
の
な
い
記
述
と

言
え
る
の
で
、
周
必
大
ら
が
全
集
編
纂
の
際
に
わ
ざ
わ
ざ
書
き
加
え
た
と
は
考
え

に
く
い
。
こ
の
部
分
は
周
必
大
の
原
刻
本
が
刊
行
さ
れ
た
後
に
、
付
加
さ
れ
た
記

述
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
周
必
大
ら
の
原
刻
本
の
記
載

は
、
「
居
士
集
巻
第
二
十
照
寧
五
年
秋
七
月
男
護
等
編
定
紹
照
二
年
三
月
郡

人
孫
謙
盆
校
正
」
ま
で
で
あ
り
、
園
園
本
や
天
理
本
に
見
ら
れ
る
そ
の
後
に
績
く

箇
所
は
、
後
で
刊
行
さ
れ
た
際
に
付
加
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
『
書
簡
』
十
巻
部
分
に
覗
貼
を
移
す
と
、
各
巻
末
に
「
書
簡
巻

第
O
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
前
述
し
た
『
居
士
集
』
巻
二
十
と
同
じ
く
、
こ
こ

ま
で
が
原
刻
本
の
記
述
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
『
書
簡
』
部
分
は
、
「
書
簡
巻
第
O
」

と
い
う
記
述
の
後
に
本
文
の
作
品
に
つ
い
て
の
校
勘
が
つ
く
と
い
う
形
式
を
と
っ

て
お
り
、
巌
密
に
言
え
ば
そ
の
校
勘
ま
で
が
原
刻
本
の
記
述
と
な
る
。
と
す
れ
ば

「
書
簡
巻
第
O
」
と
い
う
記
述
と
本
文
作
品
の
校
勘
の
後
に
績
く
箇
所
が
、
後
か

ら
編
纂
さ
れ
た
際
に
付
け
加
え
ら
れ
た
部
分
だ
と
言
え
る
。
『
書
簡
』
十
巻
部
分

に
牧
録
さ
れ
て
い
る
作
品
敷
に
つ
い
て
、
周
必
大
原
刻
本
、
園
園
本
、
天
理
本
に

つ
い
て
ま
と
め
た
の
が
、
次
の
表
2
で
あ
る
（
『
書
簡
』
部
分
に
つ
い
て
宮
内
属
本
は

一
一
八

十
巻
中
四
巻
が
歓
巻
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
宮
内
膜
本
は
園
圃
本
と
同
一
の
版
本
な
の
で
、

以
下
園
圃
本
の
み
を
調
査
封
象
と
し
た
）

（表2）『書簡』巻一j十（『敵陽文忠公集』巻百四十四j巻百五十三）

牧録書簡敦

簡書章言責詰巻ハ三缶、高空喜美書巻 書巻 書簡巻 書簡巻 書簡巻

22 49 34 45 46 61 41 48 56 51 周必大原刻本

22 49 34 45 46 61 41 48 56 51 
本園圃＋ 十 ＋ 十 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 。4 6 2 。 。5 。

22 49 34 45 46 61 41 48 56 51 
＋ 十 ＋ ＋ ＋ ＋ 十 十 ＋ ＋ 

本天理。4 6 2 。 。5 。
十 ＋ ＋ 十 十 ＋ 十 十 ＋ ＋ 
4 22 12 2 14 。2 39 。

こ
の
表
に
お
い
て
、
園
圃
本
、
天
理
本
に
＋
（
プ
ラ
ス
）
で
付
け
加
え
た
敷
字

が
、
原
刻
本
が
編
纂
さ
れ
た
後
に
付
加
さ
れ
た
書
簡
敷
で
あ
る
。
園
園
本
、
天
理

本
は
、
前
述
し
た
如
く
周
必
大
原
刻
本
が
編
纂
さ
れ
た
後
に
刊
行
さ
れ
た
南
宋
本

で
あ
り
、
こ
の
表
で
は
た
と
え
ば
『
書
簡
』
巻
二
に
お
い
て
、
原
刻
本
に
五
十
六

篇
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
園
園
本
で
は
そ
の
刊
行
時
に
五
篇
が
付
け
加
え
ら
れ
、

天
理
本
で
は
五
篇
が
付
け
加
え
ら
れ
た
園
園
本
に
、
更
に
三
十
九
篇
が
追
加
さ
れ

て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
表
か
ら
、
『
書
簡
』
巻
一

1
十
部
分

に
お
い
て
、
園
圃
本
は
原
刻
本
に
十
九
篇
が
付
け
加
え
ら
れ
て
お
り
、
天
理
本
は
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そ
の
園
園
本
に
九
十
六
篇
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

既
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
周
必
大
ら
が
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
を
刊
行
し
た
際
、
『
書

簡
』
十
巻
部
分
は
ま
だ
不
十
分
な
段
階
に
あ
り
、
収
録
漏
れ
作
品
も
多
々
あ
っ
た

の
で
、
後
に
刊
行
す
る
際
に
は
こ
の
よ
う
に
収
録
漏
れ
し
た
作
品
が
付
加
さ
れ
た

と
言
え
よ
う
。

四

明
代
内
府
本
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
の
編
纂

今
日
に
停
わ
る
欧
陽
備
の
書
簡
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
、
南
宋
本
『
欧
陽
文

忠
公
集
』
が
以
後
ど
の
よ
う
に
流
博
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
察
し
て

お
き
た
い
。
南
宋
以
後
に
つ
い
て
は
、
元
代
に
四
部
叢
刊
所
取
の
『
欧
陽
文
忠
公

集
』
が
刊
行
さ
れ
た
と
こ
れ
ま
で
思
わ
れ
て
き
た
。
四
部
叢
刊
本
は
、
そ
の
封
面

に
「
上
海
酒
芽
棲
景
印
元
刊
本
」
と
記
載
が
あ
る
の
で
、
元
刊
本
だ
と
認
識
さ
れ

て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
近
年
森
山
秀
二
氏
に
よ
り
、
元
代
に
は
『
欧

陽
文
忠
公
集
』
は
編
纂
さ
れ
て
お
ら
ず
、
四
部
叢
刊
本
は
明
代
の
内
府
本
に
基
づ

く
こ
と
が
詮
明
さ
れ
だ
。
そ
し
て
、
欧
陽
備
の
書
簡
の
流
停
を
考
え
る
た
め
に
は
、

賓
は
こ
の
明
代
内
府
本
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
の
編
纂
が
重
要
な
鍵
と
な
る
。

明
の
楊
士
奇
は
「
恭
題
賜
本
欧
陽
文
忠
公
集
後
」
に
お
い
て
、
内
府
本
の
編
纂

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
載
す
る
。

欧
陽
文
忠
公
集
在
宋
有
数
本
。
惟
周
盆
公
家
所
編
刻
者
最
精
備
。
此
本
近
年

新
刻
於
春
坊
。
時
東
宮
殿
下
監
園
之
暇
、
究
心
経
史
而
凡
歴
代
名
臣
奏
疏
悉

取
覧
開
、
尤
愛
文
忠
議
論
切
直
、
文
一
軍
淳
雅
、
遂
命
刻
之
板
成
。

欧
陽
文
忠
公
集
は
宋
に
在
り
て
数
本
有
り
。
惟
だ
周
盆
公
の
家
に
編
刻
す
る

所
の
者
の
み
最
も
精
備
た
り
。
此
の
本
近
年
新
た
に
春
坊
に
刻
さ
る
。
時
に

欧
陽
備
の
書
簡
九
十
六
篇
の
護
見
に
つ
い
て

東
宮
殿
下
監
園
の
暇
に
、
心
を
経
史
に
究
め
て
凡
そ
歴
代
名
臣
の
奏
疏
悉
く

取
り
て
覧
閲
し
、
尤
も
文
忠
の
議
論
切
直
に
し
て
、
文
一
章
淳
雅
な
る
を
愛
し
、

遂
に
之
れ
を
板
に
刻
す
る
を
命
じ
て
成
れ
り
。

明
の
第
四
代
仁
宗
皇
一
帝
が
ま
だ
東
宮
で
あ
っ
た
時
の
こ
と
、
彼
は
欧
陽
惰
の
議

論
の
切
直
さ
や
文
章
の
淳
雅
さ
を
愛
し
て
い
た
の
で
、
全
集
を
刻
板
さ
せ
た
の
で

あ
っ
た
。
更
に
、
明
・
李
紹
の
「
重
刊
蘇
文
忠
公
全
集
序
」
に
お
い
て
は
、

欧
陽
文
惟
欧
所
自
選
居
士
集
、
大
蘇
文
惟
日
東
莱
所
編
文
選
、
輿
前
敷
家
詑

行
。
然
僅
十
中
之
二
一
、
求
其
全
集
、
則
宋
時
刻
本
雄
存
、
而
戴
於
内
閣
。

仁
廟
亦
嘗
命
工
翻
刻
、
而
欧
集
止
以
賜
二
三
大
臣
、
：
：
・

欧
陽
の
文
は
惟
だ
欧
自
ら
選
す
る
居
士
集
の
み
、
大
蘇
の
文
は
惟
だ
呂
東
莱

編
す
る
所
の
文
選
の
み
、
前
の
敷
家
と
詑
び
行
は
る
。
然
れ
ど
も
僅
か
に
十

中
の
二
一
に
し
て
、
其
の
全
集
を
求
む
る
に
、
則
ち
宋
時
の
刻
本
存
す
と
離

も
、
内
閣
に
蔵
せ
ら
る
る
。
仁
廟
も
亦
た
嘗
て
工
に
命
じ
て
翻
－
刻
せ
し
む
る

も
、
欧
集
は
止
だ
以
て
二
三
の
大
臣
に
賜
る
の
み
、
．

と
記
述
し
、
仁
宗
が
編
纂
さ
せ
た
内
府
本
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
は
、
明
の
内
閣
に

所
蔵
さ
れ
て
い
た
「
宋
時
刻
本
」
を
用
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
明
代
内
府
本

は
今
日
に
停
わ
っ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
を
縫
承
す
る
弘
治
五
年
（
一
四
九
二
）
重

修
本
（
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
本
）
を
調
べ
る
と
、
南
宋
本
は
「
宇
葉
十
行
、
十
六
字
」

で
あ
る
の
に
謝
し
て
、
弘
治
重
修
本
は
「
竿
葉
十
行
、
二
十
字
」
と
な
っ
て
お
り
、

明
代
内
府
本
作
成
の
際
に
、
南
宋
本
を
整
理
し
直
し
て
編
纂
し
て
い
る
の
が
明
ら

か
と
な
る
。
明
代
内
府
本
を
繕
承
す
る
弘
治
重
修
本
は
、
後
か
ら
付
け
加
え
ら
れ

一
一
九
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日
本
中
園
皐
曾
報

第
六
十
四
集

た
書
簡
が
本
編
の
書
簡
部
分
に
、
後
か
ら
付
け
加
え
ら
れ
た
校
勘
が
本
編
の
校
勘

部
分
に
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
め
て
収
録
さ
れ
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
南
宋

本
の
「
書
簡
本
文
、
〈
書
簡
巻
第
O
〉
と
い
う
記
載
、
校
勘
（
こ
こ
ま
で
が
原
刻
本
）
、

後
か
ら
付
加
さ
れ
た
書
簡
、
校
勘
」
と
い
う
形
式
が
、
「
書
簡
本
文
、
〈
書
簡
巻
第

O
〉
と
い
う
記
載
、
校
勘
」
と
い
う
形
式
に
編
纂
し
直
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、

明
代
内
府
本
編
纂
時
に
本
編
に
取
り
込
ま
れ
た
、
後
か
ら
付
け
加
え
ら
れ
て
い
た

書
簡
に
着
目
す
る
と
、
内
府
本
は
園
園
本
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
内
府
本
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
は
、
前
章
で
見
た
表
2
の
園
園
本

に
後
か
ら
付
け
加
え
ら
れ
て
い
た
十
九
篇
の
書
簡
が
本
編
に
描
入
さ
れ
て
、
そ
の

後
に
校
勘
が
詑
ぶ
と
い
う
形
式
に
整
理
し
直
さ
れ
て
編
纂
さ
れ
て
お
り
、
前
掲
し

た
李
紹
の
「
重
刊
蘇
文
忠
公
全
集
序
」
に
一
言
う
、
明
代
の
内
府
に
所
蔵
さ
れ
て
い

た
「
宋
時
刻
本
」
と
は
、
ま
さ
し
く
園
園
本
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
そ

れ
を
踏
ま
え
て
明
代
内
府
本
以
降
の
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
の
系
統
園
を
作
成
す
る

と
下
園
の
よ
う
に
な
る
。

森
山
氏
は
前
掲
の
論
文
の
中
前
、
四
部
叢
刊
本
は
明
代
内
府
本
に
基
づ
い
て
い

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
更
に
「
吉
安
で
程
宗
刻
本
以
降
繰
り
返
さ
れ
た
五
刻
は
、

基
本
的
に
は
、
い
ず
れ
も
そ
れ
を
忠
賓
に
縫
承
し
、
訂
修
、
重
修
す
る
も
の
で
あ

っ
た
」
と
記
述
す
る
。
ま
た
、
王
嵐
『
宋
人
文
集
編
刻
流
惇
叢
考
』
で
は
、
四
部

備
要
本
は
乾
隆
五
十
七
年
の
惇
紋
堂
本
に
基
づ
い
て
お
切
、
そ
れ
ら
の
先
行
の
指

摘
を
踏
ま
え
て
、
こ
の
明
代
内
府
本
以
降
の
系
統
圃
を
作
成
し
た
。
こ
こ
か
ら
、

今
日
容
易
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
四
庫
全
書
、
四
部
叢
刊
、
四
部
備
要
等
に
そ
れ

ぞ
れ
収
録
さ
れ
て
い
る
『
敵
陽
文
忠
公
集
』
は
、
い
ず
れ
も
明
代
内
府
本
を
藍
本

と
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

（
明
代
内
府
本
以
降
の
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
系
統
園
）

（
園
圃
本
）
＋
 

明
・
永
柴
同
年
（
1
4
2
0
）
内
府
本
（
侠
）

五刻

天
順
6
年
（
1
4
6
2
）
程
宗
本↑
 

弘
治
5
年
（
1
4
9
2
）
顧
一
帽
・
欧
陽
允
直
本

↑
 

正
徳
7
年
（
1
5
1
2
）
劉
喬
本↑
 

嘉
靖
同
年
（
1
5
3
7
）
季
本
本↑
 

嘉
靖
均
年
（
1
5
6
0
）
何
遷
本

一二

O

乾
隆
日
年
（
1
7
4
6
）
欧
陽
安
世
孝
思
堂
本

乾
隆
初
年
（
1
7
8
1
）

四
庫
全
書
本

嘉
慶
但
年
（
1
8
1
9

欧
陽
衡
本

民
園
・
四
部
叢
刊
本

乾
隆
貯
年
（
1
7
9
2

惇
銭
堂
本

民
国
・
四
部
備
要
本
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五
、
九
十
六
篇
の
書
簡
が
忘
却
さ
れ
て
し
ま
っ
た
理
由

前
章
で
の
考
察
に
よ
っ
て
、
明
代
内
府
本
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
は
南
宋
本
で
あ

る
園
園
本
に
基
づ
き
編
纂
さ
れ
た
と
言
え
る
。
従
っ
て
、
園
園
本
編
纂
時
に
付
け

加
え
ら
れ
た
書
簡
十
九
篇
（
第
三
章
の
表
2
参
照
）
は
、
明
代
内
府
本
に
引
き
纏
が
れ
、

整
理
し
直
さ
れ
て
本
編
に
揺
入
さ
れ
今
日
に
停
わ
っ
た
。
一
方
、
天
理
本
編
纂
時

に
付
け
加
え
ら
れ
た
書
簡
九
十
六
篇
（
第
三
章
の
表
2
に
お
け
る
ゴ
シ
ッ
ク
部
分
）
に

つ
い
て
は
、
天
理
本
が
明
朝
の
内
府
に
惇
わ
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
明
代
内

府
本
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
は
な
く
、
し
か
も
前
掲
し
た
明
代
内
府
本
以
降
の
系

統
聞
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
内
府
本
完
成
後
の
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
は
全
て
こ
の

内
府
本
に
基
づ
い
て
編
纂
さ
れ
た
た
め
、
九
十
六
篇
の
存
在
は
以
後
の
全
集
か
ら

完
全
に
消
え
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
、
天
理
本
は
幸
い
な
こ
と
に
日
本
に
惇
わ
っ
た
。
南
宋
末
、
首
時
の
鎌

倉
幕
府
が
金
津
文
庫
の
設
立
に
際
し
て
、
南
宋
で
大
量
に
書
籍
を
購
入
し
た
。
そ

れ
は
、
南
宋
滅
亡
の
二
十
年
前
の
一
二
五
九
年
頃
の
こ
と
で
あ
り
、
時
に
南
宋
理

宗
の
開
慶
元
年
頃
に
嘗
た
る
。
そ
の
中
に
、
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
百
五
十
八
巻
（
附

録
五
巻
を
含
む
）
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
後
の
天
理
本
で
あ
る
。
中
園
に
お
い
て
、

後
に
天
理
本
と
な
る
南
宋
本
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
は
、
お
そ
ら
く
南
宋
末
の
戦
乱

等
に
よ
り
、
完
本
が
消
滅
し
て
し
ま
い
、
明
代
の
内
府
に
停
わ
ら
な
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
一
方
、
日
本
に
将
来
さ
れ
金
津
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
た
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
は
、

京
都
堀
川
の
伊
藤
家
を
経
て
、
現
在
は
天
理
大
事
附
属
天
理
聞
書
館
に
所
蔵
さ
れ
、

一
九
五
二
年
に
園
賓
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
鎌
倉
幕
府
が
『
欧
陽
文
忠

公
集
』
を
購
入
で
き
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
南
宋
の
理
宗
朝
の
頃
に
は

後
に
天
理
本
と
な
る
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
は
流
通
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、
従
っ
て

敵
陽
惰
の
書
簡
九
十
六
篇
の
護
見
に
つ
い
て

嘗
時
は
今
回
議
見
し
た
九
十
六
篇
に
つ
い
て
も
、
中
園
に
お
い
て
見
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
明
代
に
お
い
て
嘗
時
の
内
府
に
所
賊

さ
れ
て
い
た
「
宋
時
刻
本
」
で
あ
る
園
園
本
に
基
づ
い
て
、
後
の
仁
宗
と
な
る
朱

高
織
が
皇
太
子
の
時
に
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
を
編
纂
し
、
そ
れ
が
決
定
版
と
な
る

一
方
、
天
理
本
は
内
府
に
惇
わ
ら
な
か
っ
た
。
以
後
は
こ
の
明
代
内
府
本
に
基
づ

き
編
纂
が
行
わ
れ
て
、
明
・
清
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
種
々
の
『
欧
陽
文
忠
公
集
』

が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
鎌
倉
幕
府
が
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
を
購
入
で
き

た
南
宋
の
開
慶
元
年
（
一
二
五
九
）
頃
に
は
確
賓
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
欧
陽
備

の
書
簡
九
十
六
篇
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
以
後
今
日
に
至
る
ま
で
約
七
百
五
十
年

の
問
、
中
園
に
お
い
て
は
そ
の
姿
を
完
全
に
消
し
て
し
ま
っ
た
と
言
え
る
。

一
方
、
日
本
に
停
わ
っ
た
天
理
本
は
、
書
簡
部
分
の
各
巻
に
お
け
る
最
後
の
作

品
の
後
に
、
敷
行
空
け
て
「
書
簡
巻
第
O
」
と
記
載
さ
れ
、
一
旦
そ
の
巻
が
そ
こ

で
幕
を
閉
じ
た
か
に
見
え
る
記
載
の
後
に
、
十
巻
中
六
巻
で
は
園
園
本
に
掲
載
さ

れ
る
書
簡
が
付
け
加
え
ら
れ
、
更
に
十
巻
中
八
巻
に
お
い
て
は
何
の
匝
分
も
な
く

（
園
園
本
、
天
理
本
に
は
、
績
添
、
あ
る
い
は
文
績
添
と
い
う
記
述
が
あ
る
場
合
も
あ
る
）

引
き
績
き
書
簡
や
校
勘
が
だ
ら
だ
ら
と
付
け
加
え
ら
れ
る
と
い
う
構
成
を
と
り
、

園
園
本
や
天
理
本
の
編
纂
過
程
の
理
解
や
、
園
園
本
や
天
理
本
を
同
時
に
比
較
し

て
参
照
し
な
い
と
、
こ
れ
ら
の
書
簡
は
一
睡
何
な
の
か
、
ど
れ
が
今
日
の
全
集
に

未
牧
録
の
書
簡
な
の
か
等
の
匝
別
が
つ
け
に
く
い
。
そ
う
し
た
構
成
の
複
雑
さ
に

加
え
て
、
園
賓
に
指
定
さ
れ
容
易
に
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
も
相
侯
っ
て
、

今
日
ま
で
日
本
に
お
い
て
も
中
園
に
お
い
て
も
全
く
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
の
が
、
今
回
護
見
し
た
書
簡
九
十
六
篇
な
の
で
あ
る
。

六
、
書
簡
九
十
六
篇
の
考
察

今
回
義
見
し
た
書
簡
九
十
六
篇
に
つ
い
て
は
、
校
黙
を
施
し
「
新
見
九
十
六
篇
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第
六
十
四
集

欧
陽
筒
散
侠
書
簡
輯
存
稿
」
と
し
て
公
表
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
書
簡
が
元
々

ど
こ
に
牧
蔵
さ
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
、
ま
と
め
た
の
が
次
の
収
蔵
元
一
覧
で

糸りる。
牧
蔵
元
一
覧
（
書
簡
は
便
宜
上
、
収
録
順
に

1
1鉛
の
番
披
を
附
し
た
）

O
呂
伯
害

1
1訂

O
注
遣
外
家

U
1お

O
注
達
家
幻
，

mω
，
M
1
m川
，
百
，
別
，

m，
M

O
目
・
・
家
ぬ

O
三
衛
沼
侍
讃
家
制

O
奮
蔵
興
化
李
氏
、
今
蹄
前
知
仙
遊
呂
組
平
家
印

1
日

O
玉
山
注
季
路
（
迂
遠
）
家
関

i
m
（
周
必
大
「
政
敵
陽
文
忠
公
輿
張
洞
書
」
の
記

載
よ
り
）

O
文
恭
公
家
、
近
蹄
石
林
葉
氏
苅

1
花

O
藤
一
章
巻
雨
棲
績
帖
乃
，
∞
∞

O
曾
稽
石
氏
幻

O
量
一
蹟
m
m
1
m
w
（
天
理
本
編
纂
時
に
、
員
蹟
と
確
認
で
き
た
と
思
わ
れ
る
）

（
石
刻
）

O
石
刻
お
，
州
知

1
羽
，
ね

O
履
常
粛
石
刻
必
，
∞
∞
，
∞
∞

O
築
今
堂
石
刻
刀
，

η

0
江
西
運
司
石
刻
引
，
侶

（
不
明
）

公
U
，
1
i
，門
i

，
Q
U
，
A
T
，【
h
d

，
氏
U
，ウ
t

，
nu

q

J

A

サ

F
b
F
D

門

i

Q

U

Q

U

Q

U

Q

U

日
本
中
園
皐
曾
報

こ
れ
ら
の
政
蔵
元
は
書
簡
に
附
さ
れ
た
注
に
基
づ
き
記
入
し
た
（
た
だ
し
印
1

一一一一一

日
は
次
に
あ
げ
る
周
必
大
の
記
載
に
基
づ
く
）
。
た
だ
、
注
に
は
記
載
が
な
い
け
れ
ど

も
、
収
蔵
元
が
明
ら
か
に
な
る
資
料
と
し
て
、
周
必
大
「
政
欧
陽
文
忠
公
輿
張
洞

書
」
（
『
一
宇
園
績
稿
』
巻
九
）
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

右
欧
陽
文
忠
公
輿
張
洞
手
書
五
帖
。
洞
字
仲
遇
、
開
封
人
、
晃
無
径
難
肋
集

有
停
。
任
頴
州
推
官
。
文
忠
賓
矯
守
、
甚
重
之
。
皇
祐
三
年
従
曇
元
献
公
昨

於
長
安
。
文
忠
時
守
南
京
、
答
第
一
第
二
書
。
其
途
行
長
篇
、
今
載
居
士
集

第
五
巻
。
明
年
文
忠
丁
母
憂
蹄
穎
、
答
第
三
書
。
至
和
元
年
洞
以
大
理
寺
丞

再
従
曇
公
於
西
京
、
而
文
忠
初
服
関
還
京
師
、
答
第
四
書
。
嘉
一
桁
六
年
文
忠

在
植
府
、
而
洞
以
秘
閣
校
理
出
守
様
州
、
答
第
五
書
、
次
序
皆
可
考
。
其
後

又
局
三
司
度
支
判
官
、
歴
江
西
准
南
轄
運
使
、
官
至
工
部
郎
中
、
治
平
四
年

卒
。
此
帖
蔵
玉
山
迂
季
路
家
。
慶
元
六
年
間
二
月
己
亥
。

右
、
欧
陽
文
忠
公
の
張
洞
に
輿
ふ
る
手
書
五
帖
。
洞
、
字
は
仲
通
、
開
封
の

人
な
り
、
晃
無
径
の
難
肋
集
に
惇
有
り
。
頴
州
推
官
に
任
ぜ
ら
る
。
文
忠
貫

に
守
と
矯
り
、
甚
だ
之
れ
を
重
ん
ず
。
皇
祐
三
年
曇
元
献
公
の
長
安
に
貯
か

る
る
に
従
ふ
。
文
忠
時
に
南
京
に
守
た
り
、
第
一
第
二
書
に
答
ふ
。
其
の
途

行
の
長
篇
は
、
今
居
士
集
第
五
巻
に
載
す
。
明
年
文
忠
は
母
の
憂
に
丁
た
り

頴
に
蹄
り
、
第
三
書
に
答
ふ
。
至
和
元
年
洞
は
大
理
寺
丞
を
以
て
再
び
曇
公

に
西
京
に
従
ひ
、
而
し
て
文
忠
初
め
て
服
関
み
京
師
に
還
り
、
第
四
書
に
答

ふ
。
嘉
祐
六
年
文
忠
は
植
府
に
在
り
、
而
し
て
洞
は
秘
閣
校
理
を
以
て
出
で

て
棟
州
に
守
た
り
、
第
五
書
に
答
ふ
、
次
序
は
皆
考
ふ
る
べ
し
。
其
の
後
又

た
三
司
度
支
判
官
と
矯
り
、
江
西
准
南
轄
運
使
を
歴
し
、
官
は
工
部
郎
中
に

至
り
、
治
平
四
年
に
卒
す
。
此
の
帖
は
玉
山
注
季
路
家
に
蔵
す
。
慶
元
六
年

間
二
月
己
亥
。
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欧
陽
惰
が
張
洞
に
宛
て
た
書
簡
五
通
は
、
周
必
大
が
慶
元
六
年
三
二

O
O）

に
見
つ
け
出
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
周
必
大
の
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
の
編
纂
は
、

前
述
し
た
よ
う
に
慶
元
二
年
（
一
一
九
六
）
に
終
了
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
書
簡

は
全
集
の
刊
行
終
了
後
に
見
つ
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
書

簡
は
周
必
大
が
原
刻
本
を
編
纂
し
た
際
に
は
牧
録
漏
れ
し
て
い
た
作
品
で
あ
り
、

従
っ
て
後
に
全
集
が
刊
行
さ
れ
た
際
に
付
け
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
周
必

大
の
記
述
に
基
づ
く
書
簡
と
し
て
、
書
簡
番
競
印

1
m
の
五
通
の
「
答
張
仲
通
」

が
あ
げ
ら
れ
犯
。
こ
の
五
逼
に
附
さ
れ
て
い
る
注
を
あ
げ
る
と
、
「
回
答
張
仲

通
名
洞
時
従
曇
元
献
公
僻
於
長
安
皇
祐
三
年
」
、
「

ω
又
皇
祐
三
年
」
、

「
臼
叉
皇
祐
四
年
」
、
「
臼
又
時
以
大
理
寺
丞
再
従
曇
公
昨
在
西
京
至

和
元
年
」
、
「
臼
叉
時
任
秘
閣
校
理
出
知
様
州
嘉
一
桁
六
年
」
で
あ
り
、
こ

れ
ら
は
周
必
大
「
政
敵
陽
文
忠
公
輿
張
洞
書
」
の
傍
線
部
の
記
述
と
ほ
ぼ
一
致
し

て
お
り
、
周
必
大
の
記
載
に
基
づ
い
て
注
が
附
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ

れ
ら
五
通
の
書
簡
が
後
か
ら
付
け
加
え
ら
れ
た
際
に
、
周
必
大
「
政
敵
陽
文
忠
公

輿
張
洞
書
」
が
参
照
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
物
語
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
周
必
大
は
欧
陽
備
が
張
洞
ヘ
宛
て
た
書
簡
五
通
に
つ
い
て
「
此
帖

蔵
玉
山
注
季
路
家
」
と
し
て
、
注
季
路
の
家
で
見
つ
け
た
と
記
述
す
る
が
、
こ
の

こ
と
に
関
連
し
て
、
衣
に
あ
げ
る
陶
宗
儀
『
南
村
畷
耕
録
』
巻
十
五
、
淳
化
閣
帖

の
記
述
に
注
目
し
た
い
。

注
達
、
字
季
路
、
衛
州
人
。
官
至
端
明
事
士
、
建
集
古
堂
、
蔵
奇
書
秘
蹟
金

石
遺
文
二
千
巻
。

在
達
、
字
は
季
路
、
衛
州
の
人
な
り
。
官
は
端
明
皐
士
に
至
り
、
集
古
堂
を

建
て
、
奇
書
秘
蹟
金
石
遺
文
二
千
巻
を
戴
す
。

欧
陽
惰
の
書
簡
九
十
六
篇
の
護
見
に
つ
い
て

周
必
大
が
記
載
し
て
い
た
注
季
路
と
い
う
人
物
は
、
迂
遠
の
こ
と
で
あ
り
、
彼

は
「
奇
書
秘
蹟
金
石
遺
文
二
千
巻
」
を
所
蔵
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
中
か
ら
周
必

大
は
欧
陽
備
の
張
洞
ヘ
宛
て
た
書
簡
を
見
つ
け
出
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
金
石

遺
文
を
収
蔵
す
る
こ
と
は
、
欧
陽
備
の
『
集
古
録
』
を
鳴
矢
と
し
、
呂
大
臨
の
『
考

古
園
』
や
北
宋
末
か
ら
南
宋
初
期
に
か
け
て
の
越
明
誠
『
金
石
録
』
等
に
受
け
継

が
れ
て
嘗
時
流
行
し
つ
つ
あ
り
、
こ
う
し
た
風
潮
の
中
で
注
遣
も
先
行
の
種
々
の

詩
文
や
書
簡
等
を
積
極
的
に
収
集
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
却
。
前
掲
の
牧
戴
元
一

覧
に
着
目
す
る
と
、
今
回
護
見
し
た
書
簡
九
十
六
篇
の
う
ち
、
こ
の
張
洞
の
書
簡

も
含
め
て
、
在
達
関
連
の
所
か
ら
二
十
二
篇
も
出
て
き
て
い
る
の
は
非
常
に
興
味

深
しさ
て
、
こ
れ
ら
の
書
簡
九
十
六
篇
の
う
ち
に
つ
い
て
、
興
味
深
い
記
述
の
幾
っ

か
を
紹
介
し
た
い
。
嘉
祐
三
年
（
一

O
五
八
）
に
作
成
さ
れ
た
「
叩
叉
（
輿
呂
正

献
公
）
」
の
中
で
、
「
王
紘
奉
子
所
存
甚
遠
、
宣
易
得
耶
。
然
不
及
蘇
淘
。
淘
之
文

擢
愛
多
端
。
然
辞
采
燦
然
明
白
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
日
正
献
公
と
は
呂
公
著

の
こ
と
で
、
『
宋
史
』
巻
三
百
三
十
六
、
呂
公
著
停
で
は
「
（
呂
公
著
）
通
判
頴
州
、

郡
守
欧
陽
筒
輿
矯
講
皐
之
友
。
後
備
使
契
丹
、
契
丹
主
問
中
園
事
行
之
士
、
首
以

公
著
封
」
と
記
載
さ
れ
、
呂
公
著
は
欧
陽
惰
と
一
緒
に
事
聞
を
し
た
仲
で
、
欧
陽

備
が
高
く
評
債
し
て
い
た
人
物
だ
と
一
言
守
え
る
。
そ
の
書
簡
の
中
で
、
王
紘
の
こ
と

を
論
じ
た
際
に
、
彼
は
蘇
淘
に
及
ば
な
い
と
い
う
文
脈
で
あ
る
が
、
蘇
淘
の
文
章

に
つ
い
て
「
権
愛
多
端
」
や
「
辞
采
燦
然
明
白
」
と
記
載
す
る
の
は
、
欧
陽
筒
の

蘇
淘
評
債
を
考
え
る
上
で
注
目
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
こ
こ
で
言
及
し
た
王
紘
に
関

連
し
て
、
「
日
又
（
輿
呂
正
献
公
）
」
の
中
で
、
「
王
紘
者
、
去
年
南
省
所
得
進
士
、

履
行
純
国
、
局
郷
里
所
稿
。
初
見
其
答
策
、
語
箭
有
深
識
、
途
置
之
上
等
」
と
し

て
、
王
紘
の
答
策
が
良
か
っ
た
の
で
、
試
験
で
は
上
位
に
入
れ
た
と
記
述
す
る
。

こ
の
書
簡
が
書
か
れ
た
の
は
注
に
よ
れ
ば
嘉
祐
三
年
の
こ
と
で
、
ち
ょ
う
ど
こ
の

一一一
一
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日
本
中
園
事
曾
報

第
六
十
四
集

前
年
に
欧
陽
備
は
擢
知
貢
撃
と
な
っ
て
科
翠
を
主
宰
し
て
い
た
。
こ
の
科
翠
で
、

欧
陽
備
は
嘗
時
無
名
で
あ
っ
た
蘇
戟
や
蘇
轍
、
曾
輩
等
を
及
第
さ
せ
、
後
に
一
部

の
人
か
ら
非
難
さ
れ
た
が
、
こ
の
書
簡
で
は
欧
陽
惰
自
身
が
自
分
の
一
意
向
で
王
紘

を
上
位
に
入
れ
た
と
言
っ
て
お
り
、
ま
さ
に
擢
知
貢
翠
が
試
験
で
力
を
持
っ
て
い

た
こ
と
が
如
賓
に
窺
え
る
裏
話
で
あ
り
、
賓
に
興
味
深
い
。

治
平
年
間
に
書
か
れ
た
蘇
淘
宛
の
書
簡
の
全
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

即
興
蘇
編
躍
治
平
・
年

惰
啓
。
昨
日
論
活
公
紳
道
碑
、
今
録
呈
。
後
矯
其
家
子
弟
檀
於
石
本
減
却
敷

慮
、
至
今
恨
之
。
笛
以
此
本
矯
正
也
。
惰
再
拝
明
允
賢
良
。

貯
蘇
編
曜
に
輿
ふ
治
平
・
年

惰
啓
す
。
昨
日
沼
公
紳
道
碑
を
論
じ
、
今
録
呈
す
。
後
に
其
の
家
の
子
弟
の

矯
に
石
本
を
檀
に
し
敷
慮
を
減
却
せ
ら
る
は
、
今
に
至
る
ま
で
之
れ
を
恨
む
。

嘗
に
此
の
本
を
以
て
正
と
矯
す
べ
き
な
り
。
惰
明
允
賢
良
に
再
拝
す
。

こ
れ
は
、
欧
陽
備
が
作
成
し
た
沼
仲
滝
の
紳
遁
碑
銘
で
あ
る
「
資
政
殿
事
士
戸

部
侍
郎
文
正
沼
公
紳
道
碑
銘
」
の
内
容
を
沼
仲
滝
の
子
弟
が
勝
手
に
書
き
換
え
た

こ
と
に
到
し
て
、
欧
陽
惰
が
蘇
淘
に
正
本
を
送
っ
た
際
の
書
簡
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
欧
陽
備
が
作
成
し
た
紳
道
碑
銘
を
沼
仲
滝
の
息
子
・
沼
純
仁
が
勝
手
に
書

き
換
え
た
こ
と
は
、
蘇
轍
『
龍
川
別
志
』
、
部
博
『
郁
氏
聞
見
後
録
』
等
に
記
事

が
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
嘗
時
話
題
に
な
っ
て
い
た
事
件
で
、
こ
の

書
簡
に
お
い
て
欧
陽
備
は
沼
仲
滝
の
子
弟
の
文
章
書
き
換
え
が
不
満
で
、
蘇
淘
に

正
本
を
途
っ
た
と
い
う
事
賓
が
わ
か
り
、
欧
陽
備
が
蘇
淘
に
異
相
を
惇
え
よ
う
と

し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

一
二
四

ま
た
、
「
∞
∞
見
履
常
粛
石
刻
、
未
知
輿
何
人
」
に
お
い
て
「
筒
頓
首
。
使
至
、

承
数
恵
以
洛
陽
花
片
手
、
勢
不
食
十
鈴
年
、
花
不
見
二
十
鈴
年
失
。
其
矯
感
宜
如
何
」

と
い
う
記
載
が
あ
る
。
洛
陽
の
笥
は
十
年
以
上
食
べ
て
い
な
い
、
洛
陽
の
花
は

二
十
年
以
上
見
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
記
述
か
ら
、
一
見
す
る
と
日
常
生
活
の
一

コ
マ
が
窺
え
る
が
、
賓
は
届
け
ら
れ
た
の
が
洛
陽
か
ら
の
品
物
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
に
欧
陽
惰
は
非
常
に
感
動
し
た
の
で
あ
る
。
欧
陽
備
は
官
僚
と
な
っ
て
す
ぐ

の
二
十
五
歳
か
ら
二
十
八
歳
ま
で
、
西
京
留
守
推
官
と
し
て
洛
陽
に
赴
任
し
た
。

そ
こ
で
花
品
序
、
花
鰹
名
、
風
俗
記
の
三
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
洛
陽
牡
丹
記
」

を
作
成
し
、
三
十
歳
で
夷
陵
に
左
遷
さ
れ
た
時
に
は
「
曾
是
洛
陽
花
下
客
、
野
芳

雄
晩
不
須
嵯
」
（
「
戯
答
元
珍
」
）
と
し
て
、
夷
陵
で
は
花
々
の
咲
く
の
が
遅
く
、
ど

う
し
て
も
花
が
咲
き
誇
っ
た
洛
陽
が
思
い
出
さ
れ
る
と
言
う
な
ど
、
欧
陽
備
に
と

っ
て
洛
陽
時
代
は
忘
れ
ら
れ
な
い
時
期
と
な
っ
た
よ
う
で
）
、
こ
の
書
簡
か
ら
も
欧

陽
備
が
洛
陽
に
封
し
て
思
い
入
れ
が
強
か
っ
た
こ
と
が
垣
間
見
え
る
の
で
あ
る
。

他
に
も
興
味
深
い
書
簡
が
あ
る
が
、
紙
幅
の
関
係
で
詳
細
な
考
察
は
別
稿
に
譲
り

た
い
。

七

お
わ
り
に

現
代
に
活
躍
し
こ
の
世
を
去
っ
た
作
家
の
作
品
が
新
た
に
出
て
く
る
と
い
う
ニ

ュ
ー
ス
は
時
々
耳
に
す
る
が
、
欧
陽
惰
は
千
年
以
上
前
に
生
ま
れ
、
中
園
文
皐
史

上
に
お
い
て
も
す
で
に
そ
の
評
債
が
定
ま
っ
て
い
る
人
物
で
、
も
は
や
こ
れ
ま
で

知
ら
れ
て
い
な
い
新
た
な
作
品
が
出
て
く
る
飴
地
は
全
く
な
い
と
思
わ
れ
て
い

た。
今
回
新
た
に
護
見
し
た
書
簡
九
十
六
篇
は
、
中
園
に
お
い
て
も
日
本
に
お
い
て

も
、
あ
る
い
は
憂
湾
や
香
港
等
に
お
い
て
も
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
欧
陽
備
の
作

で
あ
る
。
こ
れ
ら
九
十
六
篇
の
書
簡
は
、
鎌
倉
幕
府
が
書
籍
を
購
入
し
た
南
宋
後
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期
の
理
宗
・
開
慶
元
年
（
一
二
五
九
）
頃
に
は
確
賓
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
が
、

南
宋
末
の
混
乱
や
以
後
の
欧
陽
備
の
全
集
の
編
纂
朕
況
に
よ
っ
て
、
現
在
に
至
る

約
七
百
五
十
年
の
閲
完
全
に
そ
の
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
作
品
だ
と
言
え
る
。

さ
て
、
今
回
七
百
五
十
年
の
時
を
経
て
姿
を
見
せ
た
欧
陽
惰
の
書
簡
か
ら
は
、

書
簡
相
手
と
の
繋
が
り
ゃ
嘗
時
の
朕
況
等
の
生
活
の
一
コ
マ
が
見
え
て
く
る
。
既

述
し
た
よ
う
に
蘇
淘
の
文
一
章
に
封
す
る
欧
陽
備
の
評
債
や
、
嘗
時
の
科
翠
の
生
々

し
い
裏
話
等
も
窺
え
、
欧
陽
備
を
考
察
す
る
上
で
は
非
常
に
貴
重
な
資
料
に
な
る

と
も
言
え
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
欧
陽
惰
の
全
集
に
は
、
今
回
議
見
の
九
十
六

篇
は
全
く
収
録
さ
れ
て
い
な
い
の
で
大
幅
な
補
足
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
ち

ろ
ん
、
今
後
欧
陽
惰
の
全
集
を
刊
行
す
る
際
に
は
、
こ
れ
ら
の
作
品
群
は
必
ず
収

録
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
更
に
、
全
宋
文
等
の
宋
代
に
関
連

す
る
数
多
く
の
資
料
に
お
い
て
も
、
今
回
の
九
十
六
篇
の
書
簡
を
採
録
す
る
こ
と

で
、
大
幅
な
補
足
が
で
き
る
と
考
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
今
後
の
欧
陽
惰
研
究
や
全
集
の
出
版
、
宋
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
資

料
の
補
訂
等
、
多
方
面
の
皐
術
研
究
に
十
分
に
貢
献
で
き
る
の
が
、
今
回
の
欧
陽

筒
の
書
簡
九
十
六
篇
の
護
見
な
の
で
あ
る
。

注（I
）
李
逸
安
『
欧
陽
修
全
集
』
（
中
華
書
局
、
二

O
O
一
年
）
前
言
二
十
五
頁
の
記
述
。

（2
）
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
の
巻
末
に
全
集
の
編
定
校
正
者
、
覆
校
者
の
一
覧
が
あ
る
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
「
編
定
校
正
」
と
し
て
、
孫
謙
盆
、
丁
朝
佐
、
曾
三
異
、
胡
桐
の
四
名
が
、

「
覆
校
」
と
し
て
葛
減
、
王
伯
第
、
朱
写
、
胡
柄
、
曾
焼
、
胡
換
、
劉
賛
、
羅
泌
の

八
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（3
）
呉
充
の
「
行
朕
」
に
見
ら
れ
る
『
障
策
集
』
一
容
に
つ
い
て
は
、
『
欧
陽
文
忠
公
集
』

百
五
十
三
巻
に
は
牧
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
胡
相
が
「
庫
陵
欧

欧
陽
惰
の
書
簡
九
十
六
篇
の
護
見
に
つ
い
て

陽
文
忠
公
年
譜
」
の
最
後
に
書
き
付
け
た
文
章
の
中
で
「
考
公
行
朕
、
惟
闘
蹄
築
集

一
巻
。
往
往
散
在
外
集
、
更
侯
博
求
」
と
記
述
し
、
『
開
策
集
』
は
『
居
士
外
集
』

二
十
五
巻
が
構
成
さ
れ
る
過
程
で
、
そ
の
中
に
取
り
込
ま
れ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。

（4
）
『
別
集
』
を
『
外
集
』
と
見
な
し
た
理
由
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
『
欧
陽
文
忠
公
集
』

百
五
十
三
巻
の
内
誇
は
、
既
に
見
て
き
た
よ
う
に
牧
録
順
に
「
『
居
士
集
』
五
十
巻
、
『
居

士
外
集
』
二
十
五
巻
、
『
易
童
子
問
』
三
容
・
：
：
：
：
『
書
簡
』
十
巻
」
で
あ
る
。
こ

れ
に
関
連
し
て
、
『
宋
史
』
巻
二
百
八
、
襲
文
志
に
「
敵
陽
惰
集
五
十
巻
、
叉
別
集

二
十
巻
」
と
あ
り
、
こ
の
『
欧
陽
惰
集
』
五
十
巻
と
は
、
『
居
士
集
』
五
十
巻
と
考

え
ら
れ
、
そ
の
嘗
時
『
居
士
集
』
と
い
う
名
稿
に
つ
い
て
も
一
定
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
従
っ
て
『
外
集
』
（
居
士
外
集
）
に
つ
い
て
、
『
別
集
』
と
稿
さ

れ
て
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
し
か
も
、
喜
文
志
の
「
敵
陽
惰
集
五
十
巻
、
文
別

集
二
十
巻
」
と
い
う
記
述
は
、
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
を
構
成
す
る
最
初
の
二
集
で
あ

る
『
居
士
集
』
五
十
巻
、
『
居
士
外
集
』
二
十
五
巻
に
相
嘗
す
る
表
記
だ
と
思
わ
れ
る
。

更
に
、
現
在
欧
陽
備
に
『
別
集
』
二
十
巻
は
停
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
合
わ
せ

る
と
、
李
之
儀
の
言
う
『
別
集
』
は
今
日
の
『
外
集
』
（
居
士
外
集
）
と
見
な
す
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（5
）
晃
公
武
『
郡
粛
讃
書
志
』
、
陳
振
孫
『
直
薦
書
録
解
題
』
の
刊
行
時
期
に
つ
い
て
は
、

那
潤
華
、
武
秀
成
『
晃
公
武
陳
振
孫
評
停
』
（
南
京
大
事
出
版
一
祉
、
二

O
O六
年
）
参
照
。

（6
）
『
書
簡
』
巻
十
に
あ
る
周
必
大
ら
の
校
勘
に
「
吉
綿
本
書
簡
有
論
文
史
問
古
事
之
類
。

己
移
入
外
集
第
十
六
、
十
七
、
十
八
、
十
九
巻
中
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
ま
た
、

『
書
簡
』
巻
五
の
校
勘
に
「
綿
吉
本
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
「
吉
綿
本
」
と
「
綿
吉
本
」

が
同
一
か
ど
う
か
定
か
で
は
な
い
が
、
周
必
大
ら
は
こ
れ
ら
の
資
料
を
校
勘
に
用
い

て
、
『
書
簡
』
十
巻
を
編
纂
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。

（7
）
『
北
京
圃
書
館
古
籍
善
本
書
目
』
（
書
目
文
献
出
版
一
吐
、
一
九
八
七
年
）
。

（8
）
宮
内
臆
書
陵
部
編
『
園
書
寮
典
籍
解
題
漢
籍
篇
』
（
大
蔵
省
印
刷
局
、
一
九
六
O

年）。

一
二
五
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日
本
中
園
皐
曾
報

第
六
十
四
集

（9
）
文
化
鷹
監
修
『
園
賓
』
（
毎
日
出
版
壮
、
一
九
八
四
年
）
。

（
叩
）
拙
稿
「
周
必
大
原
刻
本
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
百
五
十
三
巻
に
つ
い
て
」
（
『
中
園
文

周
子
論
集
』
四
十
競
、
二

O
一
一
年
）
参
照
。
以
下
、
本
稿
に
お
い
て
郵
邦
述
抜
本
が

周
必
大
の
原
刻
本
で
あ
る
こ
と
の
記
述
は
拙
稿
に
基
づ
い
た
。
な
お
、
郵
邦
述
抜
本

は
、
注
（
7
）
『
北
京
園
書
館
古
籍
善
本
書
目
』
に
「
歓
陽
文
忠
公
集
一
百
五
十
コ
一

巻
宋
欧
陽
惰
撰
宋
刻
本
部
邦
述
践
四
朋
存
四
巻
二
十
至
二
十
三
」
と

記
述
さ
れ
て
い
る
。

（
日
）
園
圃
本
、
天
理
本
に
お
い
て
、
後
か
ら
書
簡
が
付
け
加
え
ら
れ
る
際
、
ど
の
巻
に

付
加
さ
れ
る
か
は
、
本
編
に
牧
録
さ
れ
た
書
簡
と
関
連
す
る
書
簡
（
送
り
先
が
同
じ

人
物
）
を
そ
の
容
の
最
後
に
付
け
加
え
た
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
園
園
本
に
お

い
て
巻
二
に
後
か
ら
付
け
加
え
ら
れ
た
書
簡
は
、
蘇
頒
、
社
街
に
宛
て
た
書
簡
で
あ

り
、
そ
れ
ら
は
巻
二
の
本
編
に
牧
録
さ
れ
て
お
り
、
天
理
本
の
巻
二
に
後
か
ら
付
け

加
え
ら
れ
た
書
簡
は
、
日
公
著
、
孫
河
、
王
安
石
、
韓
維
、
韓
絡
に
宛
て
た
書
簡
で

あ
り
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
巻
二
の
本
編
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
ロ
）
森
山
秀
二
「
元
刊
本
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
を
巡
っ
て
」
（
『
経
済
事
季
報
』
五
十
一

巻
一
一
班
、
二

O
O
一
年
）
参
照
。
以
下
の
明
代
の
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
の
刊
行
朕
況

に
つ
い
て
は
、
森
山
氏
の
論
文
を
参
照
し
た
。

（
日
）
注
（
ロ
）
森
山
氏
の
論
文
参
照
。

（
凶
）
系
統
園
の
作
成
に
首
つ
て
は
、
森
山
氏
の
論
文
と
と
も
に
王
嵐
氏
の
『
宋
人
文
集

編
刻
流
惇
叢
考
』
（
江
蘇
古
籍
出
版
一
吐
、
二

O
O三
年
）
を
参
照
し
た
。
た
だ
、
王

嵐
氏
は
園
園
本
を
周
必
大
原
刻
本
と
見
な
し
た
上
で
、
同
書
九
十
八
頁
に
お
い
て
各

本
の
闘
係
圃
を
掲
載
す
る
が
、
既
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
園
園
本
を
原
刻
本
と
み
な

す
こ
と
は
で
き
ず
、
更
に
関
係
圃
に
お
い
て
は
周
必
大
原
刻
本
が
元
刻
本
に
繋
が
っ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
元
代
に
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
の
で
訂

正
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
四
部
叢
刊
本
が
元
刻
本
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
訂
正

す
べ
き
で
あ
る
。

一一一六

（
日
）
鎌
倉
幕
府
が
中
園
か
ら
書
籍
（
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
を
含
む
）
を
購
入
し
た
こ
と

に
つ
い
て
は
、
陳
耕
「
両
宋
時
期
刻
本
東
停
日
本
考
｜
兼
論
金
津
文
庫
之
創
建
経
緯
」

（
『
西
華
大
事
皐
報
（
哲
事
祉
会
科
皐
版
）
』
第
二
十
九
巻
第
三
期
、
二

O
一
O
年
）
参
照
。

（
凶
）
た
だ
、
現
在
中
園
に
お
い
て
完
本
は
惇
わ
っ
て
い
な
い
が
、
『
北
京
国
書
館
古
籍

善
本
書
目
』
（
書
目
文
献
出
版
吐
、
一
九
八
七
年
）
に
記
載
さ
れ
る
中
園
園
家
園
書

館
所
臓
の
十
本
の
南
宋
本
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
う
ち
の
一
本
で
あ
る
「
欧

陽
文
忠
公
集
一
百
五
十
三
容
宋
欧
陽
惰
撰
宋
刻
本
二
加
害
九
巻
九
十
七
至

一
百
一
一
百
五
十
至
一
百
五
十
三
」
が
天
理
本
と
同
一
版
本
だ
と
思
わ
れ
る
。
た

だ
し
、
該
書
は
九
巻
し
か
現
存
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
こ
れ
ま
で
全
く
注
目
さ
れ

ず
、
『
書
簡
』
部
分
に
至
っ
て
は
僅
か
四
巻
し
か
現
存
し
て
い
な
い
の
で
、
今
回
見

つ
け
出
し
た
書
簡
九
十
六
篇
の
う
ち
該
書
で
は
三
十
六
篇
し
か
存
在
が
確
認
で
き
な

い
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
天
理
本
に
お
い
て
、
今
回
護
見
さ
れ
た
九
十
六
篇
が
日

本
で
作
成
さ
れ
た
備
作
の
可
能
性
が
な
く
、
南
宋
世
田
時
確
賓
に
中
園
で
見
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
を
端
的
に
物
語
っ
て
い
る
。
そ
の
後
の
流
停
の
過
程
で
、
日
本
で
は

九
十
六
篇
が
し
っ
か
り
と
保
管
さ
れ
た
が
、
た
ま
た
ま
中
園
で
は
九
十
六
篇
は
保
存

さ
れ
ず
に
一
部
し
か
停
わ
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
口
）
『
中
華
文
史
論
叢
』
二

O
二
一
年
第
一
期
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二

O
二
一
年
三

月
護
行
）
所
牧
。

（
時
）
注
（
口
）
『
中
華
文
史
論
叢
』
所
牧
の
拙
稿
「
新
見
九
十
六
篇
欧
陽
惰
散
侠
書
簡

輯
存
稿
」
参
照
。

（
印
）
迂
遠
の
父
・
王
臆
振
も
収
蔵
家
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
特
に
蘇
献
の
畳
一
蹟
を
牧

集
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
浅
見
洋
二
「
校
勘
か
ら
生
成
論
へ

l
宋
代
の
詩
文

集
注
種
、
特
に
蘇
黄
詩
注
に
お
け
る
員
蹟
・
石
刻
の
活
用
を
め
ぐ
っ
て
｜
」
（
『
東
洋

史
研
究
』
第
六
十
八
巻
第
一
一
班
、
二

O
O九
年
）
参
照
。

（
初
）
『
部
氏
聞
見
後
録
』
巻
二
十
一
に
「
後
欧
陽
公
作
文
正
紳
道
碑
云
、
：
：
・
：
：
文
正

之
子
嘉
夫
以
局
不
然
。
従
欧
陽
公
静
不
可
、
則
自
制
去
躍
然
、
共
力
等
語
。
欧
陽
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公
殊
不
紫
、
矯
蘇
明
允
云
、
活
公
碑
、
局
其
家
子
弟
檀
於
石
本
改
動
文
字
、
令
人
恨

之
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
特
に
注
目
す
べ
き
は
蘇
明
允
（
蘇
淘
）
に
言
っ
た
と
い
う
「
矯

其
家
子
弟
撞
於
石
本
改
動
文
字
、
令
人
恨
之
」
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
こ
の
部
分
、

「
貯
輿
蘇
編
檀
」
の
「
矯
其
家
子
弟
撞
於
石
本
減
却
敷
慮
、
至
今
恨
之
」
の
記
述

と
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
今
回
の
書
簡
の
護
見
に
よ
っ
て
、
『
部
氏
聞
見
後
録
』
の

記
事
を
ま
さ
に
裏
付
け
る
詮
拠
資
料
を
護
掘
で
き
た
と
言
え
る
。
な
お
、
こ
の
沼
純

仁
の
文
章
書
き
換
え
に
つ
い
て
、
第
三
一
章
で
見
た
『
居
士
集
』
巻
二
十
の
後
に
付
け

加
え
ら
れ
た
記
述
で
は
『
部
氏
聞
見
録
』
か
ら
の
引
用
と
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
で

論
じ
た
よ
う
に
そ
れ
は
『
部
氏
聞
見
後
録
』
の
誤
り
で
あ
る
。

（
幻
）
拙
稿
「
欧
陽
惰
の
洛
陽
時
代
」
（
『
人
文
皐
科
論
集
』
第
四
十
八
鏡
、
一
九
九
八
年
）

参
照
。

（
辺
）
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
四
篇
の
書
簡
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
新
護
見
の
欧
陽
惰
書
簡

に
つ
い
て
」
（
『
九
州
中
園
事
会
報
』
第
五
十
巻
、
二

O
一
二
年
）
に
お
い
て
、
よ
り

詳
細
に
考
察
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

（
付
記
）
本
稿
は
、
第
六
十
三
回
日
本
中
園
事
会
大
会
（
二

O
一
一
年
十
月
八
日
、

於
九
州
大
皐
）
で
の
研
究
護
表
に
基
づ
い
て
い
る
。
な
お
、
本
研
究
は
J
S
P
S

科
研
費
2
2
5
2
0
3
6
8
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

欧
陽
惰
の
書
簡
九
十
六
篇
の
護
見
に
つ
い
て

一
二
七
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